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ご報告 
5月 11日社会福祉法人全国手話研修センターとの連携事業である「手話講

座」がスタートしました！ 
  

5月 11日（土）、深草キャンパスにて「手話入門講座」「手話コミュニケーション講
座」「手話通訳講座」の 3つの講座がスタートしました。現在、留学生を含む本学学
生 18名のほか、本学教職員、他大学生の計 24名が受講しています。 

 

本講座は、本年 4月 26日に社会福祉法人全国手話研修センターと本学が締結
した連携協力に関する協定に基づくものです。 

 

障害者基本法において「手話は言語」であると定義されるなど、今後ますます手
話通訳者等の意思疎通支援者への質的、量的ニーズが高まる中、厚生労働省が
高等教育機関への手話通訳者養成の普及を目的として「若年層の手話通訳者養
成モデル事業」を募集、同センターが実施機関として採択され、本学に協力要請が
あったことから実現に至りました。 

 

講座終了後には、「手話入門講座」は全国手話検定試験 4 級を、「手話コミュニ
ケーション講座」は全国手話検定試験 2級を、「手話通訳講座」は手話通訳者全国
統一試験合格を目指します。 

ご報告 漬物グランプリ 2019決勝大会で「一般審査特別賞」を受賞！ 

東京ビッグサイトで開催された「漬物グランプリ 2019決勝大会」にて、決勝大会まで勝ち進んだ 2組のうち、農学部食料農業シ
ステム学科 3回生の髙田 壮真さんが「一般審査特別賞」を受賞しました（作品名：かぶらの万能ジュレ）。 

当日は、2分間のプレゼンテーションを行うステージ発表および審査員と一般来場者の試食による審査が行われました。出場し
た学生は、プレゼンテーションの内容を工夫しながら、自分が作った漬物のレシピに関する“エピソード”や“こだわった点”等につ
いて、滋賀県の伝統野菜の情報も含めながら説明しました。 

今回決勝大会へ進出した 2作品は、どちらも完成度の高い漬物で、両作品ともに審査員から好評をいただきました。 

 

 

 

・一般審査特別賞:「かぶらの万能ジュレ」 
農学部食料農業システム学科 3回生 髙田 壮真さん 

 

・決勝大会進出作品：「赤丸かぶの甘酢漬け-アドベリー風味-」 
農学部食品栄養学科 3回生 中田 惇彦さん 

 

 

【「漬物グランプリ」出場のきっかけ】 
本大会出場のきっかけは、本学と「産学地域連携基本協定書」を締結（2014年）

した、滋賀県中小企業団体中央会の会員組合である滋賀県漬物協同組合と本学
農学部食品栄養学科との産学連携による取り組みです。「近江つけもの」のブラン
ド化を目指すというテーマのもと、「近江つけもの」や関わりの深い近江の野菜等に
ついて学び、その後、同協同組合と本学教員・学生が連携し、新しい「近江つけも
の」のレシピ開発を進めてきました。 

 

〈手話入門・コミュニケーション講座〉 

〈手話通訳講座〉 

https://bc.ryukoku.ac.jp/news/wp-content/uploads/sites/3/2019/05/tukemono.jpg
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ご報告 学生活動支援制度【龍谷チャレンジ】説明会を開催しました！ 

学生活動支援制度「龍谷チャレンジ」は、学生の正課外における自主活動や、社

会や地域と連携した社会貢献活動について、事業実施経費を支援する制度です。

『自主活動部門』と『社会連携・社会貢献活動部門』の 2部門で募集しています。 

今年度の募集にあたり、説明会を深草キャンパス（5/15）、瀬田キャンパス

（5/16）で開催したところ、各学部・研究科の学生約 40名が参加しました。 

当日は、事業の趣旨や予算等の具体的な説明の他、昨年度の取り組み事例に

ついて説明を行いました。参加した学生は、説明会終了後も職員に対し相談や質

問をするなど、とても意欲的な様子でした。 

採択の結果は、ホームページへ 7月上旬に掲載予定です。 

ご報告 滋賀県中小企業団体中央会2019年度 第1回連携協議会・実務協議会を開催しました！ 

2019年4月23日（火）、包括連携協定を締結（2014年3月）している滋賀県中小企業団体中央会と連携協議会を開催しました。 

滋賀県中小企業団体中央会とは、2014 年の協定締結以来、毎年度協議会を開催し、連携事業の内容について協議のうえ、年

間を通じた事業を実施しています。今回は、以下の内容について協議を行いました。 

 

・2018（平成 30）年度 産学地域連携活動実績について 

・2019（平成 31）年度 産学地域連携活動計画について 

 

協議の結果、2019年度は主に次の事業を実施することとなりました。 

 

①産学連携コンソーシアム会員募集事業 

②産学連携コンソーシアム交流事業 

③ものづくり中小企業の成果事例調査・成果事例発表会事業 

④ブラッシュアップ支援事業 

（平成 24年度～平成 28年度補正ものづくり補助金採択事業者） 

⑤中小企業の魅力発見調査事業 

⑥魅力ある中小企業経営者と龍谷大学生との交流会事業 

 

上記の他、産学地域連携基本協定の主な成果としては次のとおりです。①㈱大橋鉄工との共同研究による「2018年度関西アー

バン銀行共同研究助成」の採択、②㈱Rose Universe との共同研究進捗のための REC レンタルラボへの入居、③㈱柿木花火工

業とは奨学寄付金を頂いたうえでの技術相談、④松尾バルブ工業㈱からの受託研究員受け入れ。また、過去には、原馬化成㈱に

技術指導を行うなど、産学連携実績が着実に積み重なってきています。 

 

滋賀県中小企業団体中央会との今後の連携事業についてご注目ください。 

 

6月 1日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「チアリーディング教室」・「バトントワリング教室」〈深草キャンパス〉 

6月 8日（土） 龍谷講座「誰一人取り残さない社会を創ろう」~SDGsの目指す社会と私たち～〈深草キャンパス〉 

6月 15･22日（土） 草津市×龍谷大学コラボ龍谷講座 2019「青花紙の文化誌」〈瀬田キャンパス〉 

6月 22日（土） 福祉フォーラム第 22回専門セミナー「どのようにして後輩の気づきと成長を促すか？」〈瀬田キャンパス〉 

6月 23日（日） 龍谷ジュニアキャンパス「バドミントン教室」〈深草キャンパス〉 

お知らせ 6月の RECの活動 
 


